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論文内容の要旨

本論文は，多元無線環境下における符号分割多元接続システムのフェージング補償方式に関する研究結果をまとめ

たものであり，以下の 5 章より構成されている。

第 1 章は序論であり，本研究の背景になる多様な移動通信システムに対する研究の経緯を紹介し，これに対する本

研究の意義，目的を明らかにしている。

第 2 章では，陸上移動通信，低軌道周囲衛星移動通信，及び室内無線通信に関して，それぞれの伝搬路特性につい

て検討すると共に， これらのシステムに共通に対応する多元モード型端末を構成するという観点から考慮すべき問題

点等について考察し， これらの問題点を克服する多元モード型端末の構成法を明らかにしている。

第 3 章では，低軌道周囲衛星移動通信での大きなドップラ周波数を補償することを目的として，パイロット信号挿

入型同期式 DS/CDMA システムを基本とするドップラ周波数補償方式を提案している。広いダイナミックレンジ，

高精度推定特性を同時に実現するためにドップラ周波数の補償過程を 2 段階処理で構成し，各段階における推定可能

な範囲，推定精度を調べた後，静特性，及びマルチパスフェージング変動下における誤り率特性を検討し，提案方式

の有効性を明らかにしている。

第 4 章では，室内無線通信環境において，基地局，端末，及び室内配置物の位置関係によって同一距離においても

伝搬路損失が大きく異なる問題を解決するため， 4 セクタ指向性アンテナを用いて各アンテナの送信電力を制御する

方式を提案している o パスダイパーシチ効果が得られにくい室内において，提案方式の指向性ダイパーシチ効果を明

らかにし，各セクタ別の送信電力制御を適用した場合の誤り率特性について検討している。

第 5 章は結論であり，本研究で得られた成果をまとめているo

論文審査の結果の要旨

本論文は，陸上移動通信，衛星移動通信，室内無線通信の 3 つのシステムに汎用的に対処し得る多元モード型端末

の設計法の基本を確立することを目指して行われた研究をまとめたものであり，主に以下のような成果をあげている。

(1) 符号分割多元接続方式による多元モード型端末を構成する上での問題点を明確にし，対処法の基本をまとめてい
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(2) 特に高速で大きく変動するドップラシフトを伴う低軌道周囲衛星移動通信については，端末において組補償，精

補償というように， 2 段階的に補償する方策を考案し，それによって高信頼性の得られることを明らかにしているo

(3) 複雑な伝搬環境である室内無線通信においては， 4 セクタ指向性アンテナによる送信電力制御ならびに指向性ダ

イパーシチ効果を利用することを提案し，誤り率に対するその効果を明らかにしている。

以上のように本論文は，多元無線環境下での多元モード型端末を構成する上での多くの知見を得ており，通信工学

の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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